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は じ め に

庄 司博 史 ・金 美善

国立民族学博物館(民 博)で は,2004年3月25日 から6月15日 まで約70日 間にわた り,

特別展 「多みんぞくニホンー在日外国人の くらし」を開催 した。特別展の実行委員会(プ

ロジェク トチーム)は,2002年12月 に正式発足 したが,す でに同年6月,発 案者であ

る庄司は特展準備会を非公式に立ち上げ,呼 びかけに賛同した,主 に民博外部の約20

名のメンバーとともに企画立案に入っていた。この特展準備会はその後も特展が始まる

まで,ほ ぼ月一回開催され,展 示の実現に向けて,具 体的な構想から資料の収集にいた

るまで,民 博のスタッフとともに実質的な作業をおこなった。このような準備と並行し

て,い くつかの点で日本ではおそらくはじめての試みである,在 日外国人にかかわる展

示を研究面で開発 し,サ ポー トするために,2003年4月,民 博共同研究 「在 日外国人

と日本社会の多民族化」を特展準備会とほぼ同じメンバーで発足させた。本書は特展プ

ロジェク トメンバーを中心としてこの共同研究にかかわった人びとによる報告書であ

る。

この特展は在日外国人に焦点を当てた,そ して主張をもつ展示であったことのほか

に,い くつかの点で新しい試みであった。企画から収集まで担当したプロジェク トチー

ムにはコミュニティのメンバーが深くかかわっていたが,企 画構想の段階では展示資料

はまだ手元にも,コ レクションとしてもほとんど存在せず,個人 から借用することに

なったこと,証 明書,イ ンタビュー,手 紙などに個人名,写 真をそのまま展示 したこと

など,ほ とんどのメンバーにとって,こ のような展示にかかわることは,は じめての経

験であった。特展のプロジェク トと並行 した共同研究 「在 日外国人と日本社会の多民族

化」では,特 展の趣旨である日本の多民族化が,そ れぞれの担当する分野でいかに進行

中であるか,そ れをいかに展示 しうるか,ど のようなサブテーマをたてうるか協議する

と同時に,こ のようなマイノリティの個人情報や主張をいかにあつかうかという問題に

ついても考えて きた。その意味でプロジェクトメンバーにとって特展への参与は同時に

研究でもあった。

本書は,メ ンバーがそれぞれ特展 と共同研究にかかわったほぼ2年 間に,展 示の担

当分野において,な にを目的とし,い かなる結果をえたか,そ して課題 としてなにを残

したか,に ついてのr.で ある。特展のプロジェク トチームのメンバーリス トと役割分

担は本書巻末にあげた。

本書の第一部は,主 に特展場1階 の導入部分において,コ ミュニティ横断的で,外

国人全般にかかわるテーマを担当したメンバーによる,特 展の成果を踏まえた上での批

判的論考である。まず,プ ロジェク トチームの実行委員長であった庄司が,諸 論文に先
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立ち,特 展の基本構想の立案者の立場から,特 展立案の背景や目的,手 法について説明

する。さらに,庄 司の次の報告では,特 展の性格にかかわるいくつかの基本理念および

用語 ・概念に関して,若 干の問題性の存在を認識 しつつも,あ えて採用 した事情を説明

する。樋口直人は,「多文化」のあつかい,お よびトランスナショナルな動きに関して

自己のエスニック・ビジネス研究と特展との視点のズレを指摘した。エスニック・メディ

アのコーナーを担当した中野克彦は展示の資料集 と分析を通じ今後のエスニック ・メ

ディア研究の課題について考察している。中国帰国者の子どもたちなど,日 本語能力の

不十分な子どもたちへの日本語指導教室を担当した城田愛はその展示の場をとおして子

どもたちの揺れる民族意識をえがこうとする。つづ く島村恭則は,特 展では理念の中心

であった 「多民族性」の理解において,階 層性,地 域性がさまざまな形で入り組み,構

成する社会の多様性の総体 という観点が見落とされがちであったと指摘し,今 後の多民

族展の可能性とその課題についてのべる。また小谷幸子は,北 米でのフィ－ルドワーク

でみた社会的弱者といわれる人びとが自己の多様性の主張において矮小化された文脈の

なかで見られがちな事実を,特 展の子ども展示における,イ デオロギー化された弱者の

表象のありかたに反省をもって投影してみせている。

第二部では,エ スニック ・コーナーの担当者が,そ れぞれのコーナーについてさまざ

まな問題意識とエスニック ・コミュニティとのかかわりをもちながら展示を実現した経

緯について述べている。ここで執筆を担当したのは,在 日コリアン:藤 井幸之助,金 美

善,前 田達朗,在 日ブラジル人:リ リアン・テルミ・ハタノ,在 日中国人:張 玉玲,陳

於華,?岩,南 誠,在 日ベ トナム人:北 山夏季である。実際にエスニックグループにか

かわる多くの資料の収集とインタビュー,そ して展示法に関わる問題に相当の時間と労

力を割かざるをえなかった部分,論 述は多少それらの記述にもむけられている。と同時

に初めてのエスニック ・コミュニティ展示においてメンバー各自が主張しようとした思

い,さ らに展示やインタビューをとおしてもたらされた知見や指摘された今後への課題

は,特 展の開催にならぶおおきな成果であるといえる。

第三部は,本 特展メンバー以外の執筆者によっている。田嶋淳子氏には,特 展の背景

でもある日本の多民族化の過程に関し,エ スニック ・コミュニティ形成の観点から共同

研究 「日本の多言語化現象に関する総合的研究」(代表:庄 司博史)の 成果の一部を寄

稿していただいた。博物館の学校教育への応用に積極的に取 り組んできた織田雪江氏

は,本 特展の理念をいかに授業にとりこみうるか,そ の実例をもって報告している。ま

たタイ ・エイカ氏は,日 本の多民族化についての初めての展示である本特展に構想段階

から強い関心をもって注目してきたが,そ の中心的な理念である多文化のあつかいにつ

いて批評する。以上三名に厚 く感謝したい。

なお,各 報告でも明らかになるが,本 特展は,資 料の貸与はいうまでもなく,情 報や

助言にいたるまで,数 多くのエスニック ・コミュニティの組織や個人の協力なしでは決
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して実現するものではなかった。重複をさけるため各報告での謝辞は極力避けざるをえ

なかったが,こ こで特展プロジェクトチームを代表して,心 からの感謝の念を記してお

きたい。また,特 展プロジェク トメンバーの中には諸般の事情で本報告書に寄稿できな

かったものもいるが,展 示への参与という面では他のメンバーに決して劣るものではな

かったことはいうまでもない。

2006年9月15日
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